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ホームページ掲載文 

 

2013年 4月 1日から 2017年 6月 30日の間に川崎医科大学付属病院から在宅療養へ移行し

た終末期がん患者様のご家族へのお知らせ 

課題名：終末期がん患者を在宅療養へつなぐ病棟看護師の役割～看取りを行った訪問看護

師へのインタビューより～ 

 

 川崎医科大学、同附属病院倫理委員会の承認を得て、2013 年 4月 1 日から 2017 年 6月

30 日の間に川崎医科大学付属病院から在宅療養へ移行した終末期がん患者様を担当した訪

問看護師に患者さんやそのご家族の在宅療養中の様子をインタビューし、より患者家族の

意向に沿った在宅移行実現に向けた新たな示唆を得ることを目的とし調査を実施します。 

研究期間は倫理委員会承認日より 1年の予定です。 

 

本研究は、同意の得られた訪問看護ステーションスタッフを対象としインタビューを行い

ます。 

研究への協力は自由意思であり個人の特定はありませんが、当院に入院されていた患者さ

んやご家族についてインタビューを行います。現在インタビューを予定しているのは、訪

問看護ステーション、倉敷しげい訪問看護ステーション、岡山しげい訪問看護ステーショ

ン、倉敷中央訪問看護ステーションリバーサイドサテライト、よつ葉訪問看護ステーショ

ン、訪問看護ステーションのぞみ、訪問看護ステーションサクラ、訪問看護ステーション

くろかみ、さつきの里訪問看護ステーション、訪問看護ステーションしん、訪問看護ステ

ーションエールです。これらの訪問看護ステーションのスタッフとかかわりのあった患者

さん、ご家族の方で本研究に協力を希望されない方は下記問い合わせ先までご連絡くださ

い。ご連絡があった場合、対象の訪問看護ステーションへのインタビューは行いません。

尚、本研究は患者さんご家族の方の個人情報、訪問看護ステーション名を削除し、看護研

究発表会での発表を予定しています。 

 

 この研究は附属病院 14階中病棟の詰所費を使用します。奨学寄附金、報酬、謝礼、原稿

料などの受け入れはなく、利益相反状態にはなっていません。 

 研究に関してご質問のある方や研究への参加を希望されない方は、下記までご一報くだ

さいますようお願いいたします。 

 

問い合わせ先 

担当者：所属 14階中病棟 職名 看護師 

氏名 篠原 真里菜 柴田 佑季 橋本 友理子 

TEL（代表）086-462-1111（内線）14240 


